
と　
が　
で　
き　
ま　
す　
。　
そ　
の　
中　
に　
は　
、　
平　
成　
４　
年　

に　
発　
見　
さ　
れ　
絶　
滅　
危　
惧　
種　
に　
選　
定　
さ　
れ　
て　

い　
る　「　
ヒ　
ヌ　
マ　
イ　
ト　
ト　
ン　
ボ　
」　や　
、　
体　
長　
が　
１　

セ　
ン　
チ　
あ　
ま　
り　
の　
日　
本　
一　
小　
さ　
な　
ト　
ン　
ボ　

「　
ハ　
ッ　
チ　
ョ　
ウ　
ト　
ン　
ボ　
」　と　
い　
っ　
た　
珍　
し　
い　
ト　
ン　

ボ　
も　
確　
認　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

わ　
ず　
か　
2  0  
数　
キ　
ロ　
メ　
ー　
ト　
ル　
の　
間　
に　
、　「　
汽　

水　
域　
」　「　
原　
野　
」　「　
河　
畔　
林　
」　「　
丸　
石　
河　
原　
」　と　

い　
う　
４　
つ　
の　
環　
境　
が　
す　
べ　
て　
あ　
る　
と　
い　
う　
、　

近　
畿　
地　
方　
で　
も　
有　
数　
の　
多　
様　
な　
河　
川　
環　
境　

が　
生　
き　
物　
の　
生　
活　
を　
支　
え　
て　
い　
る　
か　
ら　
で　

し　
ょ　
う　
。　

協　
力　

国　
土　
交　
通　
省　
豊　
岡　
河　
川　
国　
道　
事　
務　
所　

資　
料　

円　
山　
川　
あ　
れ　
こ　
れ　

支　
流　
だ　
け　
で　
な　
く　
、　
池　
や　
沼　
、　
湿　
地　
、　
水　
田　

な　
ど　
い　
ろ　
い　
ろ　
な　
環　
境　
に　
生　
息　
し　
ま　
す　
。　

但　
馬　
の　
自　
然　
を　
ト　
ン　
ボ　
の　
生　
息　
環　
境　
と　

照　
ら　
し　
合　
わ　
せ　
て　
み　
る　
と　
、　
河　
川　
は　
１　
０　
０　

０　
メ　
ー　
ト　
ル　
級　
の　
山　
々　
か　
ら　
流　
れ　
出　
る　
源　

流　
か　
ら　
、　
日　
本　
海　
に　
注　
ぐ　
河　
口　
ま　
で　
を　
含　

み　
、　
池　
や　
沼　
も　
谷　
間　
や　
河　
川　
下　
流　
域　
に　
点　

在　
し　
て　
お　
り　
、　
多　
種　
多　
様　
な　
環　
境　
が　
存　
在　

し　
ま　
す　
。　

こ　
の　
よ　
う　
な　
但　
馬　
の　
豊　
か　
な　
水　
辺　
の　
環　

境　
が　
あ　
る　
か　
ら　
こ　
そ　
、　
た　
く　
さ　
ん　
の　
種　
類　
の　

ト　
ン　
ボ　
が　
生　
息　
し　
て　
い　
る　
の　
で　
す　
。　

特　
に　
母　
な　
る　
川　
・　
円　
山　
川　
で　
は　
、　
但　
馬　
に　

生　
息　
す　
る　
ほ　
と　
ん　
ど　
の　
ト　
ン　
ボ　
を　
見　
る　
こ　

黄　
金　
色　
に　
実　
っ　
た　
稲　
に　
舞　
う　
ト　
ン　
ボ　
た　

ち　
。　
豊　
か　
な　
自　
然　
が　
残　
る　
但　
馬　
で　
は　
、　こ　
う　

し　
た　
の　
ど　
か　
な　
光　
景　
を　
当　
た　
り　
前　
の　
よ　
う　

に　
見　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
ま　
す　
。　

し　
か　
し　
な　
が　
ら　
、　
ト　
ン　
ボ　
と　
一　
口　
に　
言　
っ　

て　
も　
種　
類　
は　
実　
に　
豊　
富　
。　
現　
在　
日　
本　
に　
は　
、　

１　
８　
２　
種　
が　
確　
認　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
が　
、　
但　

馬　
は　
そ　
の　
中　
で　
も　
8  4  
種　
類　
が　
生　
息　
す　
る　
ト　

ン　
ボ　
の　
宝　
庫　
。　
こ　
れ　
は　
近　
畿　
地　
方　
に　
分　
布　

す　
る　
１　
０　
３　
種　
の　
8  0  
％　
に　
あ　
た　
り　
ま　
す　
。　

で　
は　
、　
な　
ぜ　
但　
馬　
に　
た　
く　
さ　
ん　
の　
種　
類　

の　
ト　
ン　
ボ　
が　
い　
る　
の　
か　
。　

ト　
ン　
ボ　
は　
幼　
虫　
時　
代　
を　
水　
中　
で　
過　
ご　
す　

た　
め　
、　
そ　
の　
生　
活　
場　
所　
は　
河　
川　
の　
本　
流　
や　

8

近
畿
地
方
で
も
有
数
の
多
様
な
自
然
環
境
を
も　
つ
円
山
川
に
は
、　

貴
重
種
を
は　
じ
め
84
種
類
も　
の
ト　
ン　
ボ
が
生
息
し　
て　
い
る
。　

円
山
川
に
住
む
ト
ン
ボ
た
ち

■ヒヌマイトトンボ
今から約3 0年前に、茨城県の涸沼（ひぬ
ま）で発見されたことからその名が付い
た、ヒヌマイトトンボ。現在日本版レッド
データブックに絶滅危惧種として記載さ
れており、但馬では平成４年に円山川下
流のヨシ原で生息が確認された。体長は
約３センチと小さく、少し塩分が混じり、
他のトンボがいないような環境に住んで
いる。

■アオヤンマ
円山川下流域の小さな沼地に住むアオヤ
ンマ。ヨシの茎葉の緑と同じ鮮やかな体
色をもち、寸胴型の体つきをしている。
同じような環境に住む仲間としてネアカ
ヨシヤンマがいる。これらの種が生息す
る沼は、とても自然が豊かな沼だといわ
れている。

■アキアカネ
代表的な赤とんぼの一種。羽化直後の夏
の盛りは涼しい高原で過ごし、秋になる
と産卵のために平地に下りてくる。何千、
何万という群れを作って、水辺で集団産
卵する。但馬には1 5種類のアカトンボ類
がおり、それぞれに生息場所が池や沼、湿
地、河川、水田と微妙に異なる。

■シオカラトンボ
円山川流域のみならず、いたる所で見る
ことのできるシオカラトンボ。その眼は
緑青色でとても美しい。メスは黄土色で、
俗にムギワラトンボといわれている。オ
スは成熟すると、体が青くなる。

■ハッチョウトンボ
日本に生息するトンボの仲間では
最も小さく、雄は小さなアカトンボ
といった感じ。体長は2 c mにも満
たず、後ろの羽の長さも1 . 5 cmぐ
らいしかない。円山川下流域の山
すその湿地や休耕田に生息してい
る。縄張り行動の研究によると、オスには縄張りをもってメス
を待つものと、草の陰に隠れて縄張りの主がいない間にメス
を横取りするものの、2タイプがあると報告されている。

1  1  
月

1
日

リ　
ニ　
ュ　
ー　
ア　
ル　
オ　
ー　
プ　
ン　

天
然
温
泉
熊
野　
の　
湯　
が

た　
っ　
ぷ　
り
と　
あ　
ふ　
れ　
出
す

居
心
地　
の　
良
さ　
そ　
の　
ま　
ま　
に　

心
あ　
た　
た　
ま　
る　
お
宿　
で　
す

京丹後市久美浜町葛野 0772-83-0464http://www.kumihama-suzuran.com/

9月1日より

カニシーズンの予約受付開始
●カニフルコース 平日1泊2食 16,800円より

●地元活カニフルコース 平日1泊2食 36,750円より

展望露天風呂

送迎あり
要相談



養　
父　
市　
の　
旧　
八　

鹿　
町　
と　
旧　
大　
屋　
町　

の　
旧　
町　
境　
に　
あ　
た　

る　
琴　
弾　
峠　
。　

琴　
弾　
の　
語　
源　
に　

つ　
い　
て　
は　
っ　
き　
り　
し　

た　
こ　
と　
は　
分　
か　
っ　
て　
い　
ま　
せ　
ん　
が　
、　「　
峰　
の　
松　

風　
が　
琴　
の　
音　
に　
聞　
こ　
え　
た　
」　、　「　
こ　
た　
ふ　
け　

（　
小　
峠　
）　が　
訛　なま
っ　
た　
」　と　
い　
っ　
た　
説　
が　
伝　
え　
ら　

れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

地　
名　
が　
そ　
の　
ま　
ま　
峠　
の　
名　
前　
に　
な　
る　
こ　

と　
が　
多　
い　
中　
で　
、　
琴　
弾　
と　
い　
う　
風　
流　
な　
名　

前　
が　
付　
け　
ら　
れ　
て　
い　
る　
の　
は　
非　
常　
に　
珍　
し　

い　
そ　
う　
で　
す　
。　
周　
り　
の　
山　
々　
に　
比　
べ　
て　
標　

高　
が　
低　
く　
、　
そ　
の　
や　
さ　
し　
い　
山　
並　
み　
が　
そ　

う　
名　
付　
け　
さ　
せ　
た　
の　
か　
も　
知　
れ　
ま　
せ　
ん　
。　

「　
い　
つ　
の　
世　
に　
し　
ら　
べ　
の　
音　
の　
絶　
え　
に　
け　

む　
　　
琴　
弾　
山　
の　
声　
の　
き　
こ　
え　
ぬ　
　　
但　
馬　
な　

る　
琴　
弾　
山　
の　
神　
の　
よ　
の　
　　
し　
ら　
べ　
や　
安　
ら　

六　
峰　

む

ね

の　
松　
風　
」　

こ　
れ　
は　
六　
歌　
仙　
の　
ひ　
と　
り　
で　
、　
百　
人　
一　

首　
で　
も　
有　
名　
な　
平　
安　

初　
期　
の　
歌　
人　
、　
喜　
撰　

き

せ
ん

法　
師　
が　
琴　
弾　
峠　
を　
詠　

ん　
だ　
歌　
。　
峠　
の　
頂　
上　

付　
近　
に　
は　
、　
同　
じ　
く　

琴　
弾　
に　
思　
い　
を　
は　
せ　

た　
俳　
人　
た　
ち　
の　
句　
碑　
と　
隣　
り　
合　
い　
、　
そ　
の　

歌　
碑　
が　
た　
た　
ず　
ん　
で　
い　
ま　
す　
。　
地　
元　
の　

人　
々　
だ　
け　
で　
な　
く　
、　
多　
く　
の　
歌　
人　
・　
俳　
人　

も　
歌　
心　
を　
そ　
そ　
ら　
れ　
、　
琴　
弾　
に　
魅　
せ　
ら　
れ　

た　
こ　
と　
が　
わ　
か　
り　
ま　
す　
。　

ま　
た　
、　
琴　
弾　
峠　
を　
語　
る　
上　

で　
忘　
れ　
て　
は　
な　
ら　
な　
い　
の　
が　
、　

八　
木　
城　
に　
ま　
つ　
わ　
る　
伝　
説　
で　

す　
。　
戦　
国　
期　
、　
琴　
弾　
峠　
を　
挟　

ん　
で　
北　
側　
に　
八　
木　
城　
、　
南　
側　

に　
三　
方　

み
か
た

城　
が　
そ　
び　
え　
て　
い　
ま　

し　
た　
。　
あ　
る　
時　
、　
三　
方　
城　
が　

落　
城　
の　
憂　
き　
目　
に　
あ　
い　
、　
城　

主　
の　
夫　
人　
は　
生　
家　
で　
あ　
る　
八　

木　
城　
へ　
帰　
り　
ま　
し　
た　
。　

多
く　
の　
歌
人
や
俳
人
た　
ち
が

思　
い　
を
寄
せ　
た
琴
弾
峠
。　

峠　
の　
頂
上
付
近　
に　
は　
、　

落
城　
の　
悲
話
を
伝
え　
る

袖　
ケ　
池　

そ
で
が
い
け

が　
ひ　
っ　
そ　
り　
と　
た　
た　
ず　
む　
。　

琴 弾 峠
ことびきとうげ

【養父市（八鹿町～大屋町）】

夫　
人　
の　
侍　
女　
は　
気　
落　
ち　
し　
た　
夫　

人　
を　
元　
気　
づ　
け　
る　
た　
め　
、　
三　
方　
城　
の　

見　
え　
る　
琴　
弾　
山　
の　
平　
地　
に　
誘　
い　
、　

「　
奥　
方　
、　
一　
曲　
弾　
い　
て　
、　
み　
な　
に　
聴　
か　

せ　
て　
あ　
げ　
て　
く　
だ　
さ　
い　
」　と　
琴　
を　
取　

り　
出　
し　
ま　
し　
た　
。　

元　
々　
琴　
の　
上　
手　
な　
夫　
人　
で　
し　
た　

が　
、　
弾　
け　
ば　
弾　
く　
ほ　
ど　
夫　
人　
の　
目　
に　
は　
輝　

き　
が　
増　
し　
、　
聴　
く　
方　
も　
夢　
を　
見　
て　
い　
る　
よ　

う　
な　
う　
っ　
と　
り　
と　
し　
た　
気　
分　
に　
な　
っ　
て　
し　

ま　
い　
ま　
し　
た　
。　

気　
が　
つ　
く　
と　
、　
夫　

人　
の　
姿　
は　
あ　
り　
ま　

せ　
ん　
。　
侍　
女　
は　
や　
っ　

と　
の　
思　
い　
で　
池　
の　
ほ　

と　
り　
に　
、　
夫　
人　
の　
は　

き　
も　
の　
を　
見　
つ　
け　

ま　
し　
た　
。　
し　
か　
し　
、　

池　
に　
は　
姿　
が　
な　
く　
、　

た　
だ　
夫　
人　
の　
片　
袖　

が　
浮　
い　
て　
い　
る　
だ　
け　
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国道９号

琴弾峠

至養父市関宮

至養父市広谷

琴弾トンネル

養父市八鹿町八木

地固め地蔵尊

で　
し　
た　
。　
そ　
れ　
か　
ら　
は　

だ　
れ　
と　
い　
う　
こ　
と　
な　

く　
、　
こ　
の　
池　
を　
「　
袖　
ケ　

池　
」　
と　
呼　
び　
、　
今　
で　
も　

大　
屋　
の　
昔　
話　
と　
し　
て　
語　

り　
継　
が　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

こ　
う　
し　
た　
幾　
多　
の　
伝　

説　
を　
残　
し　
て　
き　
た　
琴　
弾　
峠　
も　
、　
平　
成　
1  4  
年　

1  1  
月　
に　
念　
願　
だ　
っ　
た　「　
琴　
弾　
ト　
ン　
ネ　
ル　
」　
が　

開　
通　
。　
つ　
づ　
ら　
折　
り　
の　
カ　
ー　
ブ　
、　
冬　
期　
間　
の　

交　
通　
障　
害　
も　
解　
消　
さ　
れ　
、　
新　
生　
・　
養　
父　
市　

を　
ひ　
と　
つ　
に　
繋　
ぐ　
重　
要　
な　
幹　
線　
道　
路　
と　
し　

て　
生　
ま　
れ　
変　
わ　
り　
ま　
し　
た　
。　

そ　
れ　
に　
か　
わ　
っ　
て　
、　
旧　
峠　
道　
を　
往　
来　
す　

る　
車　
は　
ほ　
と　
ん　
ど　
無　
く　
な　
り　
ま　
し　
た　
が　
、　

そ　
の　
や　
さ　
し　
い　
山　
並　
み　
は　
今　
も　
健　
在　
で　
す　
。　

こ　
れ　
か　
ら　
も　
そ　
の　
姿　
は　
数　
多　
く　
の　
人　
々　
を　

魅　
了　
し　
て　
い　
く　
こ　
と　
で　
し　
ょ　
う　
。　

協　
力　

養　
父　
市　
立　
大　
屋　
公　
民　
館　

国　
土　
交　
通　
省　
豊　
岡　
河　
川　
国　
道　
事　
務　
所　

資　
料　

大　
屋　
町　
の　
歴　
史　
２　
・　
大　
屋　
の　
む　
か　
し　
話　

養父市
大屋町宮垣

袖ケ池・喜撰歌碑・句碑

頂上付近にある喜撰法師の歌碑

至養父市八鹿町八鹿

至養父市大屋町
大屋市場

至養父市
大屋町上山

三方大蔵丞正秀供養塔

悲話の残る袖ケ池と、三方城夫人の夫の供養塔

新生養父市をひとつに繋ぐ「琴弾トンネル」

兵庫県豊岡市寿町10-10 TEL.0796-22-6155 定休日 日・祝

自分で
起き上がれる
ようになった

んです

手すりを
つけると
楽です

できるだけ
自分でするよう
工夫してます

とっても
使いやすい
車椅子なの

福祉・介護のことなら
プロにお任せ！

常設の展示場もあります
手にとって、実際に使ってみてください
何でもお気軽にご相談ください


